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第２章 南島原市の子ども・子育てに関する現状と課題 

１ 統計資料から見る現状 

（１）人口の推移 

全国的な人口減少・少子高齢化の潮流の中、本市においても同様の傾向が見られます。平

成 26 年の総人口が 50,018 人であったのに対して、平成 30 年では 46,566 人に減少し

ています。 

年齢 3 区分別で見ると、65 歳以上の人口は増加傾向にあり、15 歳未満の人口について

は、減少傾向で推移しています。 

平成３０年の年齢５歳階級・男女別人口（人口ピラミッド）を見ると、男女ともに 65～

69 歳の層が最も多くなっています。 

男女ともに 20 代の人口が少なくなっており、20 代を中心とした若い世代が市外へ流出

している様子がうかがえます。 

 

 
【総人口・年齢 3区分別人口】 

 
※住民基本台帳（各年 4月 1日現在） 

 
  

5,829 5,699 5,499 5,379 5,173 

27,334 26,444 25,595 24,765 23,907 

16,855 17,054 17,205 17,370 17,486 

50,018 49,197 48,299 47,514 46,566 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
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15歳未満 15～64歳 65歳以上
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【人口ピラミッド（平成３０年）】 

 
※住民基本台帳 

 
（２）世帯の動向 

核家族化の進行により、世帯数及び 1 世帯当たりの人員数ともに減少傾向にあります。 

一方、ひとり親世帯数は増加傾向にあり、母子・父子世帯は平成 27 年で 237 世帯とな

っています。 

【一般世帯数・1世帯当たりの人数】 

 
※国勢調査 
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05001,0001,5002,0002,5003,000

男性
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943 

1,018 
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706 

920 

1,023 
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1,817 
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1,384 

1,173 
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【母子世帯数・父子世帯数】 

 
※国勢調査 

 

（３）婚姻・離婚の状況 

婚姻数・離婚数ともに、減少傾向にあります。平成 27 年の婚姻件数は 165 件、離婚件

数は 41 件となっています。 

また、年代別の未婚率では、男女ともに 25 歳以上の年代層において未婚率が上昇傾向に

あり、未婚・晩婚化の流れとなっていることが分かります。 

 
 

【婚姻件数・離婚件数】 

 
※国勢調査 
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【年代別未婚率 男性】 

 
※国勢調査 

 

 
【年代別未婚率 女性】 

 
※国勢調査 

  

95.9%
89.0% 88.1%

91.4% 90.9%

68.5% 66.5% 64.6%
68.2% 70.3%

35.3%
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84.3% 84.8% 83.1%
86.7% 87.0%

51.6%
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8.5%
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22.9% 24.8%

0.0%

20.0%
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80.0%

100.0%
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（４）女性の就労の状況 

南島原市の子育て世代の女性の年齢階級別労働力率（Ｍ字カーブ）を国、長崎県と比較す

ると、ほぼ全ての年代において国、県を上回っています。 

平成１７年と平成２７年を比較すると、ほとんどの年齢層で上昇しており、就労を希望す

る女性が増加している様子がうかがえます。また、平成 17 年では 30～34 歳の年齢層に

おいて M 字カーブにくぼみが見られましたが、平成 27 年ではほぼ窪みは見られなくなっ

ています。このことから、子育て中も就業を続けている、もしくは就労を希望している女性

が増加していることが分かります。 

今後も女性の就労を支援できるように、多様なニーズに対応した子育て支援サービスの展

開が必要となっています。 

 

【女性の年齢階級別労働力率（全国、長崎県比較）】 

 
※国勢調査 

【女性の年齢階級別労働力率（平成 17 年、平成 27 年比較）】 
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２ ニーズ調査結果の概要 

（１）調査の目的 

子ども・子育て支援法（平成 24 年８月 22 日法律第 65 号）に基づき平成２７年３月に

策定した「南島原市子ども・子育て支援事業計画」の計画期間が令和元年度に終了し、新た

に「第２期南島原市子ども・子育て支援事業計画」を策定するにあたり、既存データでは把

握困難な教育・保育事業等のニーズ（サービスの利用意向・子育てに関する意識等）や、子

ども及びその保護者のおかれた環境等を調査・分析し、計画策定における基礎資料とするこ

とを目的としています。 

 
（２）調査の実施要領 

調査時期 平成３１年１月 

調査対象者 南島原市在住の未就学児・就学児の保護者 

調査方法 郵送による配布・回収 

配布数 

未就学児 

1,324 件 

就学児 

1,000 件 

有効回収数 751 件 574 件 

有効回答率 56.7％ 57.4％ 

 

■集計にあたっての注意点 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下

第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を

選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢

ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％

を超える場合があります。 

●図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困

難なものです。 

●本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

●グラフ中の回答割合について、グラフが繁雑になる場合は省略している場合があります。 

●グラフ中の「ｎ＝○○」は、その設問の回答者の数（母数）であり、回答率の分母となっ

ています。 
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（３）調査結果の概要 

Ｑ．日頃、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

●未就学児においては「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」

（56.7%)が最も高く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（52.2％）と

なっています。 

●就学児においては「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（54.5%)が最も高く、次い

で「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」（50.2％）となってい

ます。 

 
 
 
  

52.2%

56.7%

2.5%

7.2%

4.8%

0.7%

54.2%

56.3%

1.6%

7.1%

3.4%

0.9%

54.5%

50.2%

4.4%

10.3%

4.5%

1.2%

61.7%

45.1%

6.5%

13.6%

3.7%

0.9%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる

友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)
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Ｑ．お子さんの子育て(教育を含む)をする上で、気軽に相談できる人や相談できる場所は

ありますか。 

●未就学児においては「ある」（85.8%)が最も高く、次いで「ない」（3.6％）となっていま

す。 

●就学児においては「ある」（88.0%)が最も高く、次いで「ない」（3.8％）となっていま

す。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、「ある」が未就学児では 8.0 ポイ

ント、就学児では 8.9 ポイント低くなっています。 

 
 
 

Ｑ．相談できる先は誰（どこ）ですか。 

●未就学児、就学児ともに「配偶者」（未就学児：82.8％、就学児：80.4％）が最も高くな

っており、次いで「配偶者以外の家族、親族」（未就学児：76.4％、就学児：78.0％）、

「友人・知人」（未就学児：62.3％、就学児：69.1％）となっています。 

●他に割合が高い項目は、未就学児では「幼稚園・保育所・子育て支援センターなど」

（57.0％）となっています。 

 

  

85.8%

93.8%

88.0%

96.9%

3.6%

2.8%

3.8%

2.5%

10.7%

3.4%

8.2%

未就学児 H30年度調査 (n=751)

未就学児 H25年度調査 (n=899)

就学児 H30年度調査 (n=574)

就学児 H25年度調査 (n=324)
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82.8%

76.4%

5.3%

62.3%

57.0%
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6.5%

0.5%

0.5%

0.6%

0.0%

80.4%

78.0%

11.1%

69.1%

15.2%

2.0%

3.4%

1.2%

1.0%

2.4%

0.8%

配偶者

配偶者以外の家族・親族

隣近所の人

友人・知人

幼稚園・保育所・子育て支援センターなど

市役所などの相談窓口

医師・看護師など

民生委員・児童委員、主任児童員

インターネットの相談窓口やネット仲間

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未就学児 H30年度調査
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就学児 H30年度調査

(n=505)
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Ｑ．現在の就労状況についておうかがいします。 

●未就学児、就学児ともに「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労し

ている」（未就学児：47.1％、就学児：55.2％）が最も高く、次いで「パート・アルバイ

ト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している」（未就学児：28.2％、就学児：

31.5％）となっています。 

 

 
 
 

Ｑ．パート、アルバイトの方について、フルタイムへの転換希望はありますか。 

●未就学児、就学児ともに「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けるこ

とを希望」（未就学児：55.1％、就学児：52.2％）が最も高く、次いで「フルタイム（１

週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

（未就学児：21.1％、就学児：20.1％）となっています。 
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41.7%

55.2%

52.2%

6.4%

5.3%

2.3%

0.6%

28.2%

30.5%

31.5%

31.8%
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0.7%

1.2%
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未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労している

フルタイム（同上）で就労しているが、病休・産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労している

パート・アルバイト等（同上）で就労しているが、病休・産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

7.9%

7.8%

3.8%

12.4%

21.1%

22.0%

20.1%

17.1%

55.1%

62.5%

52.2%

62.9%

3.5%
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(n=227)
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就学児 H30年度調査

(n=184)

就学児 H25年度調査

(n=105)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）への転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

無回答
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Ｑ．現在就労していない方について、今後就労したいという希望はありますか。 

①母親  
●未就学児、就学児ともに「1 年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労した

い」（未就学児：41.9％、就学児：42.1％）が最も高く、次いで「すぐにでも、もしくは

1 年以内に就労したい」（未就学児：36.6％、就学児：28.9％）となっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、「子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）」が未就学児では 14.4 ポイント、就学児では 12.0 ポイント低くな

っています。 

 

 

 
Ｑ．お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて

「定期的に」利用している事業をお答えください。 

 

●「保育所」（62.2%)が最も高く、

次いで「認定こども園」（33.0％）、

「保育所の延長保育」（7.4％）、と

なっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調

査の結果においては、「保育所」は

10.3 ポイント低くなっており、「認

定こども園」は 12.0 ポイント高く

なっています。 

 
 

  

10.8%

25.2%

15.8%

27.8%

41.9%

32.7%

42.1%

25.0%

36.6%

36.7%

28.9%
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未就学児 H30年度調査

(n=93)

未就学児 H25年度調査

(n=147)

就学児 H30年度調査

(n=38)

就学児 H25年度調査

(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 1年より先、一番下の子どもが〇歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは1年以内に就労したい 無回答

2.2%

1.0%

62.2%

7.4%

33.0%

5.5%

0.3%

0.6%

0.4%

0.7%

5.6%

4.2%

72.5%

11.7%

21.0%

4.0%

0.2%

0.1%

0.2%

0.5%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所

保育所の延長保育

認定こども園

認定こども園の預かり保育または延長保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=687)

未就学児 H25年度調査

(n=801)



 

16 

Ｑ．現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の

事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。 

 

●「保育所」（59.7%)が最も高く、

次いで「認定こども園」（39.0％）、

「保育所の延長保育」（16.2％）と

なっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調

査の結果においては、「保育所」は

7.0 ポイント低くなっており、「認定

こども園」は 15.9 ポイント高くな

っています。 

 
 

  

8.4%

3.7%

59.7%

16.2%

39.0%

13.4%

1.9%

0.4%

1.2%

1.7%

4.0%

0.3%

1.7%

3.9%

11.3%

7.2%

66.7%

23.5%

23.1%

10.2%

3.8%

1.1%

1.7%

1.9%

3.6%

0.2%

1.8%

6.8%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所

保育所の延長保育

認定こども園

認定こども園の預かり保育または延長保育

事業所内保育施設

小規模な保育施設

家庭的保育

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)
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Ｑ．南島原市が実施している支援サービスをこれまでに利用したことはありますか。ま

た、今後利用したいと思いますか。 

①認知度・利用意向 
●「利用したことがある」については、「子育て支援センター」（51.7%)が最も高く、次い

で「母子保健推進員の訪問」（37.9％）となっています。 

●「知らない」については、「子どもの生活リズム守り隊」（63.1%)が最も高く、次いで

「子育てテレホン」（52.3％）となっています。 

 
【認知度・利用状況】 

 
 

②今後の利用意向 
●「利用したい」については、「就学相談」（34.0%)が最も高く、次いで「幼稚園や保育所

などの地域交流事業」（33.6％）、「子育て支援センター」（25.6％）となっています。 

●「利用しない」については、「子育て支援センター」（28.4%)が最も高く、次いで「母子

保健推進員の訪問」（25.0％）、「子育てテレホン」（21.0％）となっています。 

 
【今後の利用意向】 

 
ｎ=751 

 
  

51.7%

7.6%

37.9%

19.6%

9.9%

25.2%

6.9%
0.9%

38.1%

17.4%

31.6%

33.7%

35.3%

35.8%

48.1%

35.0%

3.1%

63.1%

18.8%

36.1%

42.9%

27.3%

33.4%

52.3%

7.2%

11.9%

11.7%

10.7%

12.0%

11.7%

11.6%

11.7%

子育て支援センター

子どもの生活リズム守り隊

母子保健推進員の訪問

心理発達相談

就学相談

幼稚園や保育所などの地域交流事業

家庭児童相談室

子育てテレホン

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある 知っているが、利用したことがない 知らない 無回答

25.6%

22.2%

19.7%

23.3%

34.0%

33.6%

17.2%

10.4%

28.4%

17.4%

25.0%

19.2%

12.6%

14.5%

17.3%

21.0%

31.0%

44.3%

39.7%

42.3%

39.0%

36.4%

51.0%

53.7%

15.0%

16.0%

15.6%

15.2%

14.4%

15.6%

14.5%

14.9%

子育て支援センター

子どもの生活リズム守り隊

母子保健推進員の訪問

心理発達相談

就学相談

幼稚園や保育所などの地域交流事業

家庭児童相談室

子育てテレホン

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用しない わからない 無回答



 

18 

Ｑ．土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望はありますか（一時的

な利用は除きます）。 

①土曜日 
●「ほぼ毎週利用したい」（68.4％）が最も高く、次いで「利用する必要はない」

（16.5％）となっています。 

 

 
 

②日曜・祝日 
●「利用する必要はない」（61.7％）が最も高く、次いで「月に１～２回は利用したい」

（32.1％）となっています。 

 

 
 
 

Ｑ．お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用

を希望しますか。 

●「休みの期間中、週に数日は利用したい」（53.3%)が最も高く、次いで「休みの期間中ほ

ぼ毎日利用したい」（40.0％）、「利用する必要はない」（6.7％）となっています。 

 

 

16.5%

15.6%

68.4%

68.5%

11.3%

9.9%

3.7%

6.0%

未就学児 H30年度調査 (n=751)

未就学児 H25年度調査 (n=899)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答

61.7%

59.6%

3.6%

3.3%

32.1%

32.3%

2.7%

4.8%

未就学児 H30年度調査 (n=751)

未就学児 H25年度調査 (n=899)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない ほぼ毎週利用したい 月に1～2回は利用したい 無回答

6.7% 40.0% 53.3% 0.0%未就学児 H30年度調査

(n=15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない 休みの期間中ほぼ毎日利用したい 休みの期間中、週に数日は利用したい 無回答
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Ｑ．お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合

に、この１年間に行った対処方法をおうかがいします。 

●未就学児、就学児ともに「母親が休んだ」（未就学児：82.5％、就学児：68.3％）が最も

高くなっており、次いで「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（未就学

児：38.6％、就学児：26.9％）、「父親が休んだ」（未就学児：21.5％、就学児：

15.2％）となっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、未就学児では「父親が休んだ」が

5.2 ポイント高くなっており、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」が

8.0 ポイント低くなっています。 

 

 
 
  

21.5%

82.5%

38.6%

9.6%

0.4%

0.0%

0.2%

0.8%

1.2%

16.3%

82.2%

46.6%

11.0%

1.1%

0.1%

1.0%

1.9%

0.6%

15.2%

68.3%

26.9%

11.3%

0.0%

0.0%

7.4%

3.2%

1.3%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未就学児 H30年度調査

(n=492)

未就学児 H25年度調査

(n=701)

就学児 H30年度調査

(n=309)



 

20 

Ｑ．お子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合

に、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。 

●未就学児、就学児ともに「利用したいとは思わない」（未就学児：59.1％、就学児：

76.3％）が最も高くなっており、次いで「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」（未就学児：38.0％、就学児：19.2％）となっています。 

●利用したい日数では、未就学児、就学児ともに「１～５日」（未就学児：50.0％、就学

児：67.4％）が最も高くなっており、次いで「６～１０日」（未就学児：18.8％、就学

児：7.0％）となっています。 

 

 
 

 

Ｑ．「病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない」理由についてうかがいま

す。 

●未就学児、就学児ともに「親が仕事を休んで対応する」（未就学児：69.5％、就学児：

61.4％）が最も高くなっており、次いで「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」

（未就学児：51.8％、就学児：40.9％）、「利用料がかかる・高い」（未就学児：

16.5％、就学児：18.7％）となっています。 

 

 

38.0%

19.2%

59.1%

76.3%

2.9%

4.5%

未就学児 H30年度調査

(n=421)

就学児 H30年度調査

(n=224)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば病児・病後児保育施設等を利用したい 利用したいとは思わない 無回答

51.8%

7.6%

8.0%

16.5%

14.5%

69.5%

11.6%

0.8%

54.3%

7.8%

1.8%

20.9%

10.1%

58.2%

17.6%

4.2%

40.9%

5.8%

3.5%

18.7%

11.1%

61.4%

15.8%

1.8%

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

事業の質に不安がある

利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用方法がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=249)

未就学児 H25年度調査

(n=335)

就学児 H30年度調査

(n=171)
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Ｑ．お子さんの日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の就労

等の目的で不定期に利用している事業はありますか。 

●「利用していない」（91.5%)が最も高く、次いで「一時預かり」（3.3％）、「子育て短期支

援事業」（0.3％）となっています。 

 

 

 
 

Ｑ．利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

●「特に利用する必要がない」（80.3%)が最も高く、次いで「利用方法などがわからない」

（15.3％）、「利用料がかかる・高い」（8.3％）となっています。 

 
 

 

 

  

3.3%

0.3%

0.0%

1.1%

91.5%

3.9%

5.6%

0.0%

1.1%

0.0%

90.0%

4.4%

一時預かり

子育て短期支援事業

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

80.3%

6.1%

1.0%

2.3%

8.3%

7.6%

15.3%

3.6%

2.2%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

質に不安がある

利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用方法などがわからない

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未就学児 H30年度調査

(n=687)



 

22 

Ｑ．お子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさ

せたいと思いますか。 

 

①小学校低学年（１～３年生）の間は過ごさせたい 
●「放課後児童クラブ（学童保育）」（58.5％）が最も高く、次いで「自宅」（25.8％）、「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（23.3％）となっています。 

 

 
 
 

②小学校高学年（４～６年生）の間は過ごさせたい 
●「放課後児童クラブ（学童保育）」（33.0％）が最も高く、次いで「自宅」（31.8％）、「習

い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」（30.3％）となっています。 

 

 

25.8%

9.4%

23.3%

58.5%

7.3%

0.3%

1.8%

23.0%

29.5%

13.5%

19.9%

65.4%

8.3%

1.3%

3.2%

6.4%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=330)

未就学児 H25年度調査

(n=156)

31.8%

9.1%

30.3%

33.0%

8.5%

0.0%

0.9%

35.8%

57.7%

16.0%

53.8%

25.0%

7.7%

1.3%

1.3%

7.1%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

放課後児童クラブ（学童保育）

放課後子ども教室

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=330)

未就学児 H25年度調査

(n=156)
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Ｑ．お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありま

すか。 

①土曜日 
●「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（51.1％）が最も高く、次いで「高学年（４

～６年生）になっても利用したい」（38.4％）、「利用する必要はない」（7.0％）となって

います。 

 
 

②日曜・祝日 
●「利用する必要はない」（65.5％）が最も高く、次いで「高学年（４～６年生）になって

も利用したい」（14.8％）、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（11.8％）となっ

ています。 

 
 
 

Ｑ．お子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後児童

クラブの利用希望はありますか。 

●「低学年（１～３年生）の間は利用したい」（46.7％）、「高学年（４～６年生）になって

も利用したい」（46.7％）が同率で最も高くなっています。 

 

51.1%

48.1%

38.4%

28.9%

7.0%

8.1%

3.5%

14.8%

未就学児 H30年度調査

(n=229)

未就学児 H25年度調査

(n=153)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答

11.8%

9.6%

14.8%

10.4%

65.5%

67.4%

7.9%

12.6%

未就学児 H30年度調査

(n=229)

未就学児 H25年度調査

(n=153)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答

46.7%

48.9%

46.7%

31.1%

1.3%

4.4%

5.2%

15.6%

未就学児 H30年度調査

(n=229)

未就学児 H25年度調査

(n=153)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答



 

24 

Ｑ．お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

①母親 
●未就学児においては、「取得した（取得中である）」（47.9%)が最も高く、次いで「働いて

いなかった」（31.0％）、「取得していない」（17.7％）となっています。 

●就学児においては、「働いていなかった」（40.2%)が最も高く、次いで「取得した（取得

中である）」（37.5％）、「取得していない」（20.6％）となっています。 

 

 

 

 

②父親 
●未就学児、就学児ともに「取得していない」（未就学児：81.2％、就学児：81.5％）が最

も高くなっています。 

 

 
 

  

31.0%

42.9%

40.2%

46.6%

47.9%

36.7%

37.5%

29.0%

17.7%

18.7%

20.6%

21.6%

3.3%

1.7%

1.7%

2.8%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

81.2%

84.3%

81.5%

84.6%

16.9%

13.9%

16.4%

13.6%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答
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Ｑ．子育てと仕事の両立支援として、企業にどのようなことを期待しますか。 

●未就学児、就学児ともに「子どもが病気やけがをしたときに休暇を取りやすい環境をつく

る」（未就学児：79.4％、就学児：77.5％）が最も高くなっており、次いで「妊娠中や育

児期間中の勤務を軽減する」（未就学児：53.7％、就学児：44.4％）、「育児休業制度・再

雇用制度などを整備するとともに、制度を利用しやすい環境をつくる」（未就学児：

41.5％、就学児：41.5％）となっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、未就学児では「妊娠中や育児期間

中の勤務を軽減する」が 10.8 ポイント高くなっており、就学児では「子どもが病気やけ

がをしたときに休暇を取りやすい環境をつくる」が 22.4 ポイント高くなっています。 

 

 

  

53.7%

41.5%

79.4%

12.9%

21.2%

37.9%

1.7%

4.7%

3.3%

42.9%

46.3%

76.5%

15.4%

27.5%

40.1%

3.4%

7.1%

4.9%

44.4%

41.5%

77.5%

9.8%

18.1%

36.2%

1.9%

6.6%

3.1%

35.7%

33.9%

55.1%

10.0%

11.0%

24.7%

1.1%

3.7%

32.9%

妊娠中や育児期間中の勤務を軽減する

育児休業制度・再雇用制度などを整備するとともに、

制度を利用しやすい環境をつくる

子どもが病気やけがをしたときに

休暇を取りやすい環境をつくる

事業所内に保育施設を設置する

男性が育児休業制度を利用しやすくするなど、

子育てに男性が参加できる環境をつくる

子育てと仕事の両立に向け、職場内の理解を深める

ための啓発を行う

その他

特にない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)



 

26 

Ｑ．お住まいの地域における子育ての環境や支援に満足していますか。 

●未就学児においては「どちらかといえば満足している」（49.3％）が最も高く、次いで

「どちらともいえない」（27.3％）、「どちらかといえば満足していない」（8.8％）となっ

ています。 

●就学児においては「どちらともいえない」（40.4％）が最も高く、次いで「どちらかとい

えば満足している」（39.4％）、「どちらかといえば満足していない」（10.3％）となって

います。 

 
 
 

Ｑ．本市は子育てがしやすいまちだと感じますか。 

●未就学児においては「どちらかといえば子育てしやすいと感じる」（52.2％）が最も高

く、次いで「子育てしやすいと感じる」（14.8％）、「わからない」（12.8％）となってい

ます。 

●就学児においては「どちらかといえば子育てしやすいと感じる」（50.7％）が最も高く、

次いで「わからない」（15.9％）、「子育てしやすいと感じない」（11.7％）となっていま

す。 

 
 
 

Ｑ．あなたの家庭では、父親はどの程度子育てをしていますか。 

●「十分とはいえないが、まあやっている」（42.7％）が最も高く、次いで「十分にやって

いる」（36.1％）、「少し不足している」（9.9％）となっています。 

 
  

7.3%

4.0%

49.3%

39.4%

27.3%

40.4%

8.8%

10.3%

6.0%

4.7%

未就学児 H30年度調査 (n=751)

就学児 H30年度調査 (n=574)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足している どちらかといえば満足している どちらともいえない

どちらかといえば満足していない 満足していない 無回答

14.8%

10.1%

52.2%

50.7%

10.7%

11.3%

8.7%

11.7%

12.8%

15.9%

未就学児 H30年度調査 (n=751)

就学児 H30年度調査 (n=574)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てしやすいと感じる どちらかといえば子育てしやすいと感じる

どちらかといえば子育てしやすいと感じない 子育てしやすいと感じない

わからない 無回答

36.1%

37.0%

42.7%

41.9%

9.9%

8.9%

4.3%

4.1%

7.1%

8.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分にやっている 十分とはいえないが、まあやっている 少し不足している かなり不足している 無回答
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Ｑ．子育てをする上で、どのような悩みや不安がありますか。 

●未就学児においては「子どもの教育に関すること」（55.4％)が最も高く、次いで「子ども

の健康・発達に関すること」（47.9％）、「子育てに関する経済的負担が大きいこと」

（39.3％）となっています。 

●就学児においては「子どもの教育に関すること」（56.3％)が最も高く、次いで「子育てに

関する経済的負担が大きいこと」（46.5％）、「子どもの健康・発達に関すること」

（34.0％）となっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、就学児では「子どもの健康・発達

に関すること」が 8.0 ポイント低くなっています。 

 

47.9%

55.4%

39.3%

23.7%

7.3%

12.0%

14.5%

12.8%

13.4%

3.5%

13.2%

1.9%

50.8%

55.6%

35.9%

23.1%

5.9%

9.9%

12.3%

13.0%

10.8%

2.0%

15.6%

1.8%

34.0%

56.3%

46.5%

16.0%

4.9%

9.1%

8.4%

7.0%

10.3%

4.7%

13.1%

0.9%

42.0%

58.0%

45.1%

17.3%

6.2%

8.3%

9.0%

8.0%

9.9%

3.7%

9.9%

2.8%

子どもの健康・発達に関すること

子どもの教育に関すること

子育てに関する経済的負担が大きいこと

自分の自由な時間が持てないこと

夫婦関係に関すること

親族関係に関すること

子育てによる心身の疲れが大きいこと

仕事が十分にできないこと

子育てのための住居条件が悪いこと

その他

悩みや不安は特にない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)



 

28 

Ｑ．子どもを健やかに生み育てるために、市にどのようなことを期待しますか。 

①未就学児 
●「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」

（68.2％)が最も高く、次いで「母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備す

る」（51.1％）、「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める」（49.1％）と

なっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、「地域で子どもが遊んだり、スポー

ツしたりする場や機会を増やす」が 10.8 ポイント高くなっています。 

 

 
  

21.8%

9.9%

68.2%

51.1%

15.7%

33.2%

14.8%

11.3%

43.8%

45.4%

24.0%

12.8%

37.8%

17.0%

49.1%

5.1%

2.9%

1.9%

15.5%

6.6%

75.8%

53.8%

10.1%

27.5%

11.5%

6.7%

36.2%

34.6%

15.5%

6.1%

39.4%

8.7%

43.7%

3.4%

子育てに関する相談や保護者同士が交流できる場を増やす

子育ての意義・大切さなどを啓発する

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、

子育てのための経済的支援をする

母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備する

虐待防止など、子どもの人権を守る取り組みを進める

延長保育などいろいろなニーズに合った

保育サービスを充実する

ひとり親家庭などそれぞれの家庭のあり方に

応じた子育て支援を充実する

子育てボランティアなど地域で子育てを支える

活動を活発にする

放課後児童クラブ（学童保育）のほかにも、

子どもの放課後の居場所を増やす

地域で子どもたちが遊んだり、

スポーツしたりする場や機会を増やす

子どもの「生きる力」を育むための教育を充実する

非行防止などの青少年健全育成対策を充実する

仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、

企業へ啓発する

道路や施設などのバリアフリー化を進める

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める

その他

特にない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

未就学児 H30年度調査

(n=751)

未就学児 H25年度調査

(n=899)
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②就学児 
●「保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、子育てのための経済的支援をする」

（59.1％)が最も高く、次いで「子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進め

る」（46.2％）、「放課後児童クラブ（学童保育）のほかにも、子どもの放課後の居場所を

増やす」（40.8％）となっています。 

●前回調査結果と比較すると、本調査の結果においては、「保育サービスの費用負担軽減や児

童手当など、子育てのための経済的支援をする」が 12.5 ポイント低くなっています。 

 

 
 

12.5%

5.2%

59.1%

34.5%

14.3%

20.6%

18.6%

8.7%

40.8%

34.3%

25.6%

12.2%

30.3%

12.9%

46.2%

2.6%

3.0%

1.6%

21.9%

5.2%

71.6%

33.6%

11.4%

13.3%

9.6%

5.2%

36.7%

34.3%

21.9%

12.0%

28.4%

7.4%

46.3%

3.4%

子育てに関する相談や保護者同士が交流できる場を増やす

子育ての意義・大切さなどを啓発する

保育サービスの費用負担軽減や児童手当など、

子育てのための経済的支援をする

母子保健サービスや子どもの救急医療の体制を整備する

虐待防止など、子どもの人権を守る取り組みを進める

延長保育などいろいろなニーズに合った

保育サービスを充実する

ひとり親家庭などそれぞれの家庭のあり方に

応じた子育て支援を充実する

子育てボランティアなど地域で子育てを支える

活動を活発にする

放課後児童クラブ（学童保育）のほかにも、

子どもの放課後の居場所を増やす

地域で子どもたちが遊んだり、

スポーツしたりする場や機会を増やす

子どもの「生きる力」を育むための教育を充実する

非行防止などの青少年健全育成対策を充実する

仕事と子育ての両立しやすい環境づくりについて、

企業へ啓発する

道路や施設などのバリアフリー化を進める

子どもを事故や犯罪の被害から守るための対策を進める

その他

特にない

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就学児 H30年度調査

(n=574)

就学児 H25年度調査

(n=324)


